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設置の準備

LifeSize の設置を準備する際には、部屋の物理的な状態、ディスプレイとの互換性、ネット
ワーク構成および設定を考慮してください。LifeSize では、設定を開始する前に、ネット
ワークの設定とシステムの識別情報を収集しておくことをお勧めしています。 収集する必
要のある内容と記録する場所については、5 ページの「初期構成」を参照してください。

部屋の構成

ビデオ会議コンポーネントの配置場所は、部屋の大きさ、形、レイアウト、占有率によっ
て決まります。たとえば、複数ユーザーがいる会議室では、LifeSize MicPod または
LifeSize Phone は、サウンドの検出パターンが多方向になるため、参加者の中央に配置し
てください。

警告： ケーブルにつまずくと、けがやケーブルおよびコーデックのコネクタへの重大
な損傷につながるため、コーデックからのケーブルを人が行き来するエリアを通らない
ように配置してください。 人が行き来するエリアにケーブルを通す必要がある場合は、
何らかのケーブル管理システムや対策を使用し、つまづかないよう配置してください。 

環境の照明は、画像の品質に影響します。 LifeSize システムの最適照明度は、300 から 500
ルクスです。 部屋が暗すぎる場合は、ランプを置くなど照明を加えてください。 シェードさ
れている光源からの間接光や白っぽい壁からの反射光は、良い結果をもたらします。 次のよ
うな照明は避けてください。

• 対象物や背景、カメラレンズへの直射日光 

• 対象物やカメラレンズの直接光

• 色付きの照明

• 横からのきつい光や上からの強い光

お使いの環境に必要な明るさについては、システムの管理者または LifeSize の代理店にお
問い合わせください。
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サポートされているディスプレイのタイプと解像度

LifeSize ビデオ通信システムは、ほとんどの 720p HD ディスプレイに接続できます。

• プラズマ、LCD、LED フラットパネル ディスプレイ

• 大型スクリーン リア プロジェクション TV ディスプレイ（720p ディスプレイ）

• フロント プロジェクション ディスプレイ

• リア プロジェクタ A/V ルーム構成

サポートされているディスプレイ解像度は次の通りです。

• 720p コンポーネント ビデオ出力

• VGA 1280 x 720 出力 

• VGA 1280 x 768 出力 

LifeSize システムをサポートされていないディスプレイに接続すると、エラー メッセージ
が表示され、ユーザー インターフェイスが正しく表示されなくなったり、画像が歪んだり
することがあります。 サポートされていないディスプレイが機能しているかのように見え
ますが、 画質やパフォーマンスが著しく低下したり、システムが正しく機能しなかったりす
ることがあります。 最適な解像度を得るには、システムに付属のHD-15コンポーネントRCA
ケーブルを使用することをお勧めします。

ファイアウォールの背後に配置する

LifeSize では、システムをファイアウォールの背後に配置し、少なくとも次のポートをブ
ロックすることをお勧めします。

• 22 (SSH)

• 23 (Telnet)

• 80 (HTTP)

• 443 (HTTPS)

これらのポートを開放しておく必要がある場合には、デフォルトの管理者とコマンド ライ
ン インターフェイスのパスワードを変更し、セキュリティを確保してください。 デフォル
トの管理者パスワードの変更については、『LifeSize ビデオ通信システムの管理者ガイド』
を参照してください。 

コマンド ライン インターフェイス パスワードの変更については、www.lifesize.com の［サ
ポート］ページからダウンロードできる『LifeSize Automation Command Line Interface（自
動化コマンド ライン インターフェイス）』マニュアルを参照してください。

ユーザー インターフェイスで設定を変更し、システムで SSH および Web アクセスを無効
にすることもできます。 デフォルトで、Telnet は無効になっています。 詳しくは、『LifeSize
ビデオ通信システムの管理者ガイド』を参照してください。
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ネットワークの帯域幅

ネットワークの帯域幅が十分でないと、音質やビデオ品質が不良になることがあります。
LifeSize では、高精度のビデオ通話には、少なくとも 1 Mb/s の帯域幅（送受信）を持つネッ
トワークを使用することをお勧めします。 低帯域幅を使用するビデオ通話では、LifeSize シ
ステムにより、利用可能な帯域幅に対する最高の解像度が選択されます。

ドメイン名サービス サーバー

電話をかけるのにドメイン アドレスを使用する場合は、ドメイン名サービス（DNS）サー
バーを持つか、DNS サーバーを自動的に設定するダイナミック ホスト設定プロトコル

（DHCP）を使用する必要があります。

初期構成

設置中に、LifeSize システムにより、初期構成を設定するよう求めるメッセージが表示され
ます。LifeSize は、設置前に必要な情報をすべて収集しておくことをお勧めしています。 次
に、収集のガイドラインとデータの記録方法について説明します。 ネットワーク設定やシス
テム識別情報については、ネットワーク管理者に問い合わせる必要が生じることがあり
ます。

注： 初期構成画面は、システムをリセットした場合にも表示されます。詳しくは、
『LifeSize ビデオ通信システムの管理者ガイド』の「デフォルト設定の復元」を参照
してください。

言語

ユーザー インターフェイスを表示する言語を選択します。 デフォルトは［英語］です。
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管理者およびユーザー パスワード

ユーザー インターフェイスから利用できる機能や設定の一部には、パスワードを持つ管理
者ユーザーだけがアクセスできます。 LifeSize では、セキュリティ保護のため、最初の設定
時に、デフォルトの管理者パスワード（1 2 3 4）を変更することをお勧めしています。

オプションで、ユーザーのパスワードを設定して、ユーザーが次のことを実行できるユー
ザー設定へのアクセスをコントロールできます。

• ユーザー インターフェイスの外観を変更する。

• 電話の応答方法を指定する。

• 音声設定を変更する。

• カメラおよび VGA 入力設定を変更する。

• システムを再起動する。

管理者およびユーザー パスワードは、数字 0 ～ 9 と記号 *（星印）、#（シャープ）を 16 文
字以内で組み合わせることができます。 

注： ユーザー パスワードを設定すると、ユーザー設定にアクセスする管理者パスワード
も使用できます。

管理者パスワード：_____________________________________________________

ユーザーのパスワード：_________________________________________________

システムの識別子

ユーザーがシステムを識別する情報が、ユーザー インターフェイスに表示されます。 

［場所］設定に場所を設定します。 デフォルトは［米国］です。 ［タイムゾーン］設定は、
ユーザー インターフェイスのメイン ページ下部のステータス バーに表示されるシステム
時刻を設定します。 デフォルトは［グリニッジ標準時］です。 初期構成時に NTP サーバー
を指定した場合でも、この設定を指定する必要があります（7 ページの「ネットワークの設
定」を参照）。

メイン画面のユーザー インターフェイスには、［システム名］、［ビデオ通話番号］、［音声通
話番号］が表示されます。 システム名は、ローカルおよび企業ディレクトリにも表示される
場合があります。LifeSize では、デフォルトのシステム名をユーザーがシステムを識別しや
すい名前に変更することをお勧めします。

システム名：（ネットワークでこの設置を識別するため）：______________________

ビデオ番号： __________________________________________________________

電話番号：____________________________________________________________
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ビデオおよびビデオ ダイヤル方法の設定

LifeSizeシステムは、ビデオ ダイヤル方法に IPまたは ISDNプロトコルのいずれかをサポー
トします。 ［ビデオ ダイヤル方法］設定のデフォルトは、［自動］です。この設定を使用す
ると、システムが電話をかけるのに使用する最高の方法を自動で判断します。

［音声ダイヤル］ 設定では、［VoIP］、［ISDN］、［タッチトーン］、［パルス］ のいずれかを選
択できます。 音声通話では、VoIP は H.323 か SIP、タッチトーンおよびパルスは PSTN を
使用します。 デフォルトは［VoIP］です。

LifeSize Phone の［音声］ボタンを使って電話をかける際に音声ダイヤル方法が［タッチ
トーン］か［パルス］に設定されている場合は、PSTN 接続を使ってのみ電話をかけること
ができます。 音声ダイヤルが VoIP に設定されている場合は、IP アドレスまたは電話番号を
ダイヤルできます。

リモート コントロールまたは電話の［音声］ボタンを使って電話をかける場合は、電話番
号または IP アドレスのいずれかをダイヤルできます。 これにより、企業ネットワーク内の
システムがゲートウェイにアクセスすることなく、システム IP アドレスを使って、ネット
ワーク内にあるほかの LifeSize システムに電話をかけることができます。

ネットワークの設定

デフォルトで、LifeSize システムでは、DCHP が有効になっています。 DHCP 設定を［無効］
にすると、IP アドレス（DHCP サーバーによって割り当てられない場合は、ローカルで構
成されている IP アドレス）、サブネット マスク（ネットワークおよびホスト識別子に IP ア
ドレスを分割するために使用される）、ゲートウェイ（システムが使用するデフォルト ゲー
トウェイの IP アドレス）を入力する必要があります。

IP アドレス：__________________________________________________________

サブネット マスク：_____________________________________________________

デフォルト ゲートウェイ：_______________________________________________

システムのホスト名を入力します。 DNS サーバーを自動で設定する DHCP サーバーがない
場合は、DNS サーバーを構成する IP アドレスを入力できます。 ホスト名を解決する際に検
索するドメイン名も定義できます。 DNS は、ネットワーク ノードをアドレスに変換します。
この設定を指定し、DNS を使ってデバイスのホスト名を IP アドレスに変換します。

ホスト名： ____________________________________________________________

DNS サーバー ： _______________________________________________________

名前検索ドメイン：_____________________________________________________

［ネットワークの速度］で［自動］（デフォルト）以外のオプションを選択する場合は、オプ
ションが、ネットワーク スイッチで構成されている速度と通信モードに一致していること
を確認してください。

ネットワークの速度：____________________ ネットワーク二重：_______________
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ネットワーク タイム プロトコル（NTP）サーバーのホスト名または IP アドレスを入力し
て、システムの日付と時刻を自動的に設定できます。 ［DHCP］設定が［有効］に設定され
ていてDHCPサーバーがNTPサーバーのアドレスを LifeSizeシステムに渡すことができる
場合は、LifeSize システムが、NTP サーバー ホスト名に指定した値を無視します。

ネットワーク タイム プロトコル（NTP）：___________________________________

音声の設定 : アクティブなマイク 

［アクティブなマイク］のデフォルトは［自動］です。 システムは、接続されている音声デ
バイスを検出し、電話、マイク入力、カメラ 1 の順番にアクティブなマイクを選択します。 

• 電話

• マイク入力

• カメラ 1

コーデックのライン入力に接続されているデバイスからの音声を使用する場合は、該当する
ライン入力オプションを手動で ［アクティブなマイク］ に選択してください。 

［システム情報］ ページの ［アクティブなマイク］ フィールドには、どのデバイスがアクティ
ブなマイクとして機能しているかが表示されます。 値が［なし］の場合は、アクティブなマ
イクなし  インジケータがユーザー インターフェイス メイン画面のステータスバーに
表示され、アクティブなマイクが利用できないことを示します。 システムを設置して、初期
設定が終わったら、「システム情報」ページを表示できます。 メイン画面から、LifeSize リ
モート コントロールの  ボタンを押します。 

注： アクティブなマイクとして ［ライン入力］ または ［ライン入力（AEC なし）］ を選
択しても、コーデックのライン入力にデバイスが接続されていないと、「アクティ
ブなマイクなし」インジケーターは、ユーザー インターフェイスに表示されず、「シ
ステム情報」ページには、［アクティブなマイク］ のステータスとして ［ライン入
力］ が表示されます。

［アクティブなマイク］設定の［マイク入力（AEC なし）］および［ライン入力（AEC な
し）］のオプションは、独自の音響エコー防止機能を持つマイクに接続するためのオプショ
ンです。

音声の設定 : アクティブなマイクの音量

アクティブなマイクの音声レベルを設定するには、LifeSize リモート コントロールで
［アクティブなマイクの音量］を選択し、［OK］を押します。 

注： 内蔵のエコー キャンセラとノイズ除去機能は、［マイク入力］、［カメラ 1］、［ライ
ン入力］がアクティブなマイクとして設定されている場合に有効になります。 内蔵
のエコー キャンセラは、音量を最適なレベルに自動で調整します。
8 LifeSize Team MP 設置ガイド



音声メーターは、設定を開いた際に、［アクティブなマイクの音量］ の下に表示されます。 音
声メーターは、次の図のように、デジタル信号処理、自動ゲイン制御（AGC）、送信される
音声パスの音量とトーン制御を示します。

点線は、［マイク入力（AEC なし）］、［ライン入力 1（AEC なし）］、［ライン入力 2（AEC な
し）］ がアクティブなマイクとして選択されている場合の音声パスを示します。 このモード
は、システムのゲインをセットアップするのに便利ですが、外部 AEC を備えた音声入力を
設置に含めない限り、通話中には使用しないでください。 AEC がないと、エコーが発生す
る場合があります。

LifeSize Phone をアクティブなマイクとして選択すると、［アクティブなマイクの音量］ は
使用できなくなります。 LifeSize Phone マイクは、音声を自動的に調整します。 音声スト
リームは、音量およびトーン制御を含め、LifeSize システムの全処理をバイパスし、送信音
声パスに直接送られます。 

音声メーターは、デジタル フル スケール（DFS）未満の、送信された音声のデジタル（dB）
二乗平均平方根レベルを表示します。 メーターの精度は ± 1 dB です。 最高値は 0 dB です。
-50 dB 未満のレベルは表示されません。これは、非常に静かである、または入力が無効に
なっていることを示します。 通話がピークであるときの典型的なレベルは、-28 ～ -22 dB
DFS です。 AEC と AGC は、-20 dB DFS 未満に RMS 送信レベルを維持しようとします。次
の図は、さまざまなレベルで音声メーターがどのように見えるかを示しています。

LifeSize Phone

ライン入力

LifeSize
MicPod

その他のデジタル入力

音量とトーン

制御

送信される

音声

DSP、AGC、

エコー 
キャンセラ

A/D

音声メーターA/D
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非常に静か、または -50 dB 未満の非アクティブな入力（バーなし）

-20 db DFS レベル（最後の緑のバー）

-10 db DFS レベル（最後の黄色のバー）

0 db DFS レベル（最大レベル、最初の赤いバーは -9 dB）

通話中の典型的な送信音声レベル

LifeSize MicPod または LifeSize Focus の ［アクティブなマイクの音量］ を設定する際は、
通話の参加者が通常座る会議室で、アクティブなマイクに向かって普通の声で話してもらい
ます。 

音声メーターを使って送信レベルのピークが -28 ～ -22 dB という好ましい範囲になってい
ることを視覚的に確認してください。

LifeSize では、ほとんどの LifeSize MicPod アプリケーションで、［アクティブなマイクの音
量］ を 5 ～ 8 に設定するようお勧めしています。
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LifeSize では、ほとんどの LifeSize Focus アプリケーションで、［アクティブなマイクの音
量］ を 5 ～ 10 に設定するようお勧めしています。

外部ミキサーまたはアンプ マイクを使用するために ［アクティブなマイクの音量］ をライ
ン入力オプションに設定する場合は、次の手順に従います。

1. ［アクティブなマイク］ で ［ライン入力 (AEC なし )］ を選択します。   

2. マイクから 1m ほど離れたところからマイクに向かい、普通の声で話します。

3. メーターのピークが -28 ～ -22 dB の範囲内になるまで、［アクティブなマイクの音量］
と外部ミキサーの出力レベルを調節します。 LifeSize では、［アクティブなマイクの音
量］ コントロールを 5 ～ 15 に設定した状態で、音声メーターのピーク レベルが -28 ～
-22 dB の範囲になるよう、外部ミキサーの音量を調整するようお勧めします。

4. 使用するマイクやミキサーがエコー キャンセラーを使用する場合は、これ以上の調整
は必要ありません。 エコー キャンセラーを使用しない場合は、［アクティブなマイク］
で ［ライン入力］ を選択します。 これで、LifeSize システムのエコー キャンセラー、ノ
イズ低減、自動ゲイン制御機能がオンになります。 エコー キャンセラーを使用しない
と、激しいエコーが発生することがあります。 

5. 調整後、マイクから 1m 離れたところから普通の声で話し、ピーク レベルが -28 ～
-22 dB の範囲になることを確認します。 AGC は、送信レベルを -20 dB 未満に抑えよう
とします。これは、棒グラフの緑の範囲になります。 

音声メーターは、ライン入力がアクティブなマイクとして選択されていない場合に、コー
デックのライン入力に接続されているデバイスの音声レベルを設定するために、［ライン入
力の音量］ で使用することもできます。 

音声の設定 : ビデオおよび音声通話の出力

ビデオおよび音声通話の両方で音声に LifeSize Phone 以外の外部スピーカーを使用する場
合は、［ビデオ通話オーディオ出力］と［音声通話オーディオ出力］設定の両方を［ライン
出力］に設定していることを確認します。 音声に LifeSize Phone を使用する場合は、これ
らの設定を［電話］に設定します。 デフォルトで、［ビデオ通話オーディオ出力］は［ライ
ン出力］、［音声通話オーディオ出力］は［電話］に設定されています。

音声の設定 : スピーカーのテスト

適切な音声レベルを主出力スピーカーでテストしたり、正しく動作することを確認したりで
きます。 利用可能なスピーカーでテストを巡回するには、［主音声出力テスト］で［自動］
を選択します。 ［オフ］を選択するまで、テストが続行されます。 ［左のテスト］、［右のテ
スト］ を選択して、左、右チャネルのいずれかにトーンを送ることもできます。 トーンは、
ライン出力に送られます。
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LifeSize Team MP コンポーネント

LifeSize Team MP パッケージには、次のコンポーネントが含まれています。

• 1 つまたは複数の音声コンポーネント（一度にアクティブなマイクにできるのは 1 つ
です）：

- LifeSize Phone

- LifeSize MicPod — デュアル LifeSize MicPod オプションについては 17 ページの
「デュアル LifeSize MicPod の構成」を参照してください。

• 次のいずれかのカメラおよびケーブル：

- LifeSize Camera 標準の 7.5 m ケーブル、オプションの 15 m ケーブル

• LifeSize Team MP コーデック

• LifeSize リモート コントロール（単四電池 3 本を含む）

• クイック リファレンス カード

• マニュアル CD
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LifeSize Team MP システムの設置

LifeSize ビデオ通信システムを設置する前に、重要な安全情報について、『LifeSize 安全と
規制について』をお読みください。 このドキュメントは、CD-ROM に収録されています。ま
た、www.lifesize.com のサポート ページからダウンロードすることもできます。

警告： コーデックにケーブルを接続する際には、ケーブルやコーデックのコネクタが
損傷しないようご注意ください。 コーデックの背面またはコーデックに接続するコネ
クタがすべて見える状態で行ってください。

LifeSize システムのコンポーネントを設置するには、製品パッケージからケーブルを含むす
べてのコンポーネントを取り出し、会議室の設置場所周辺に置きます。

警告： 通気を妨げたり、熱が発生する原因となるため、コーデックの上部や近くには
物を置かないでください。 システムが過熱して再起動する場合があります。 過熱した状
態が続くと、コーデックに損傷を引き起こす原因となります。 コーデックを設定してい
る部屋の通気と温度調整を確認してください。

正しいセットアップを図で見るには、システムに含まれている『LifeSize クイック リファ
レンス カード』を参照してください。 クイック リファレンス カードに記載されている番号
は、次の手順番号に一致しています。

1. リモート コントロールの裏面にある電池収納部を開きます。 

a. 電池を入れる前に、電池収納部全体に 2 つのストラップを伸ばすよう配置してくだ
さい。 

b. 2 本の電池をバネにマイナス（-）側が来るように置いてから、プラス（+）側を押
して挿入します。電池の下に布のストラップが配置されていることを確認してくだ
さい。 

c. 長い布のストラップがその下に配置されるように、長い布のストラップを両方の電
池の上に配置し、真ん中の電池のマイナス側をバネに置いてください。 それから、
電池のプラス側を押して挿入します。 

d. 布のストラップを中央の電池の上に置き、電池収納部のカバーを取り付けます。 

2. ベースのピン穴を合わせて、コーデックをスタンドに挿入します。 コーデック スタンド
の底部にあるボルトを締めて、スタンドにコーデックを固定します。 オプション：コー
デック スタンドの底部にゴム製の脚を挿入します。

注： コーデックの背面に必要なケーブルを挿入する場合、LifeSize では、ユ
ニットの底部にあるプラスチックの張力緩和ガイドにケーブルを通すことをお勧
めします。
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3. LifeSize Camera をコーデックに接続するには、カメラ ケーブルをカメラの背面にある
ポートに挿入し、もう一方の端をコーデックの背面にあるカメラ 1 のマーク  が付い
ているポートに挿入します。

4. ビデオ ディスプレイ ケーブルをディスプレイの背面にあるポートに挿入し、もう一方
の端をコーデックの背面にあるディスプレイ 1 のマーク  が付いているポートに挿
入します。 ディスプレイの電源コードをコンセントに挿入します。

5. 音声ケーブルをディスプレイのポートに、もう一方の端をコーデックの背面の
マークが付いているライン出力ポートに挿入します。

6. ネットワーク ケーブルをコーデックの背面にあるネットワーク ポートに挿入します。
このポートには LAN のマーク  が付いています。 ネットワーク ケーブルの反対側の
端を、壁のネットワーク ポートに挿入します。

7. 次のいずれかを実行します。

a. 音声に LifeSize Phone を使用している場合は、電話の下側の LAN 記号  が付
いているポートに、電話ケーブルを差し込みます。

注：  という記号の付いた外部ポートは、今後 LifeSize Phone で使用するた
めのもので現在は使用されていません。

電話ケーブルのもう一方の端を LifeSize Phone のマーク  が付いたコーデック
背面のポートに挿入します。 破損を防ぐため、ケーブルがガイドにしっかりと接続
されていることを確認してください。 

注： LifeSize Phone を LifeSize ビデオ システムに接続している場合は、スタン
ドアロンのスピーカフォンとして設定することはできません。 LifeSize ビデオ通信
システムのインターフェイスを使ってシステムを設定してください。
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b. 音声に LifeSize MicPod を使用している場合は、コーデックの背面にあるマイク記
号  が付いているマイク ポートに、LifeSize MicPod からのケーブルの一端を差
し込みます。 LifeSize では、このケーブルをスタンドの張力緩和ガイドに通すこと
をお勧めしています。 コードが引っ張られたり、コードにひっかかるような場所に
LifeSize MicPod が設置されている場合は、19 ページの「LifeSize MicPod 緊張緩
和クリップの取り付け」を参照してください。 

警告： LifeSize MicPod のコードにつまずくと、けがを招くおそれがあるだけでな
く、LifeSize MicPod コード コネクタやコーデックのコネクタに重大な損傷を引き
起こす原因にもなります。LifeSize では、LifeSize MicPod 製品ボックスに含まれて
いる緊張緩和クリップを 19 ページの「LifeSize MicPod 緊張緩和クリップの取り付
け」で説明されているように使用することをお勧めします。

音声に 2 台の LifeSize MicPod を使用する場合は、サポートされている構成オプ
ションについて、17 ページの「デュアル LifeSize MicPod の構成」を参照してく
ださい。

8. 電源コードをコーデックの背面の  が付いている電源ポート（底部近く）
に挿入し、もう一方の端を壁のコンセントに挿入します。 電源コードの一端を電源アダ
プタに差し込み、もう一方の端を壁のコンセントに差し込みます。

LifeSize システムが起動され、コーデックの前面にある青い LED が点灯します。 起動
時または状態が変化した時のシステムのステータスについて詳しくは、25 ページの

「ステータス アイコン」を参照してください。

コーデックにカメラをはじめて接続するとカメラの初期化が行われます。これには、
およそ 90 秒かかります。 

警告： 初期化中は処理を中止したり、デバイスを切断したりしないでください。シス
テムに損傷を与える場合があります。
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9. ［初期設定］画面が表示され、システムを設定するよう求めるメッセージが表示されま
す。 構成の選択には、5 ページの「初期構成」とこれまでに収集した情報を参照してく
ださい。 リモート コントロールの矢印キーを使って、［初期設定］画面に表示される設
定オプションをナビゲートします。 各画面の下部に表示されるアイコンは、リモート コ
ントロールのキーに対応しており、画面または選択したオブジェクトで利用できる操作
を示します。

注： ［初期設定］画面が表示されない、またはディスプレイが空白の場合は、20 ペー
ジの「設置問題のトラブルシューティング」を参照してください。

スクリーン下部には、システムのステータス バーおよびナビゲーション バーがありま
す。 システムのステータス バーに、システムとネットワークのステータスが表示されま
す。 システムの起動中には、［再ダイヤル］リストの上部に現在の状態を示すステータ
スが表示されます。 表示されるステータス アイコンの説明については、25 ページの「ス
テータス アイコン」を参照してください。

PSTN 電話回線の接続

初期設定中に、［音声ダイヤル］設定で［タッチトーン］または［パルス］オプションを選
択した場合は、RJ-11 PSTN 電話コードを LifeSize コーデックの  というラベルが付い
ている PSTN 電話ポート、もう一方の端を壁の電話ジャックに接続していることを確認し
てください。

LifeSize コーデックのロック

LifeSize コーデックをループタイプのセキュリティ ロックでロックし、デバイスの物理的
な移動を防ぐことができます。 詳しくは、LifeSize パートナーまたは LifeSize カスタマ サ
ポートまでお問い合わせください。
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オプションの周辺機器

次のオプション周辺機器を接続し、LifeSize システムを拡張できます。

デュアル LifeSize MicPod の構成

2 台の LifeSize MicPod を使用する場合は、スプリッタ ケーブルを使用し、延長ケーブル
と 2 台の LifeSize MicPod の組み合わせを LifeSize コーデックに備わっている 1 つの
LifeSize MicPod ポートに接続し、大きな会議室で最大の多方向音声伝播を実現できます。

デュアル LifeSize MicPod 構成は、2 つの LifeSize MicPod と 1 本のスプリッタ ケーブルに
制限されます。 （複数のスプリッタを使用して、3 つ以上の LifeSize MicPod を接続するこ
とはできません。）ただし、延長ケーブルを使用すると、次の 3 つの構成が可能になります。

• スプリッタのオス側をコーデックに接続すると、延長コードを使用して、あるいは使用
しないで LifeSize MicPod をスプリッタのメス側にそれぞれ接続できます。 

• 延長ケーブルを使用してスプリッタにコーデックを接続すると、延長ケーブルを使用し
て、あるいは使用しないで LifeSize MicPod をスプリッタのメス側にそれぞれ接続でき
ます。 

• 2 本の延長ケーブルを使用してコーデックをスプリッタに接続すると、両方の
LifeSize MicPod を直接スプリッタのメス側に接続する必要があります。 

周辺機器 利用状況

コンポジットおよび
SD インターフェイス

サードパーティのカメラ、DVD プレーヤなどを使用するための標準ビデオ。

マイク入力 シングルまたはデュアル LifeSize MicPod 構成で使用するポート

シングル LifeSize MicPod 構成では、LifeSize MicPod 延長ケーブル（15 m）
を LifeSize MicPod に追加できます。

デュアル LifeSize MicPod 構成では、2 台の LifeSize MicPod を組み合わせ
ることができます。大きな部屋では、スプリッタ ケーブルと延長コードを
使用して、より広い音声入力範囲を形成します。 サポートされている構成に
ついては、17 ページの「デュアル LifeSize MicPod の構成」を参照してく
ださい。

ドキュメント カメラ入力 サードパーティ カメラ用の標準ビデオ

VGA 入力 プレゼンテーションや PC データの共有のためにノートブック コンピュー
タを接続する VGA ポート サポートされている VGA 入力の解像度について
詳しくは、『LifeSize ビデオ通信システムの管理者ガイド』を参照してくだ
さい。

音声入力（ライン入力） LifeSize Phone または LifeSize MicPod に加え、外付けライン レベル音声入
力を使用するためのポート。 

Networker LifeSize Networker との操作用 

アナログ電話ライン入力 PSTN の接続
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コードが引っ張られたり、コードにひっかかるような場所に LifeSize MicPod が設置されて
いる場合は、19 ページの「LifeSize MicPod 緊張緩和クリップの取り付け」を参照してくだ
さい。

警告： LifeSize MicPod のコードにつまずくと、けがを招くおそれがあるだけでなく、
コード コネクタやコーデックのコネクタに重大な損傷を引き起こす原因にもなりま
す。LifeSize では、LifeSize MicPod 製品ボックスに含まれている緊張緩和クリップを
19 ページの「LifeSize MicPod 緊張緩和クリップの取り付け」で説明されているように
使用することをお勧めします。

LifeSize コーデックは、LifeSize MicPod として、コーデックのマイク入力に接続されてい
るスプリッタまたはケーブルを検出します。 LifeSize MicPod が延長コードや分割ケーブル
に接続されていず、マイク入力がアクティブなマイクとして選択されている場合は、音声は
利用できません。 ステータスバーに「アクティブなマイクなし」インジケーターは表示され
ず、「システム情報」ページの［アクティブなマイク］フィールドに、アクティブなマイク
として［マイク入力］が表示されます。 
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LifeSize MicPod 緊張緩和クリップの取り付け

コードが引っ張られたり、コードに引っかかったりする可能性がある場所に 
LifeSize MicPod が設置されている場合はプラグが抜けたり、プラグや LifeSize ビデオ通信
システムのコーデックに損傷を与えたりする可能性を軽減するため、LifeSize では緊張緩
和クリップ (LifeSize MicPod に付属 ) を使用することをお勧めしています。

緊張緩和クリップをコーデックに接続する前に、コーデックの表面がクリーンで（ほこり、
汚れ、油、その他の付着物がない状態）乾燥していることを確認してください。 緊張緩和ク
リップの粘着テープは、繰り返し使用するためのものではありません。 緊張緩和クリップを
コーデックに装着し、次の図に示されているように LifeSize MicPod のケーブルを緊張緩和
クリップに通します。

予備の緊張緩和クリップを取得するには、LifeSize のパートナーまでご連絡ください。
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設置の確認 
『LifeSize ビデオ通信システム管理者ガイド』には、設置を確認するテスト通話をかける方
法が説明されています。 また、LifeSize の設定とネットワークを使用する場合に必要なその
他の調整方法についても記載されています。 

• ネットワーク アドレス変換（NAT）
• ファイアウォール

• H.323 ゲートキーパー

• セッション開始プロトコル（SIP）
• その他のネットワーク セキュリティ システム

設置問題のトラブルシューティング

通常、LifeSize システムを設置する際の問題は、VGA 出力の問題、ケーブルの接続、ネッ
トワーク帯域幅、接続に原因があります。 LifeSize システムで発生する問題のトラブル
シューティング情報については、『LifeSize ビデオ通信システムユーザー ガイド』を参照し
てください。

接続の不備やゆるんだケーブルは、ハードウェア機器で最も多く見られる問題です。 システ
ムの問題を確認する場合は、まず、すべての外部コントロールとケーブル接続をチェックし
てください。 正しくしっかりと接続されていること、ケーブルを妨害するものがないことを
確認します。

VGA 出力での表示問題

一部のディスプレイでは VGA 入力の自動検出をサポートしていないものがあります。この
場合は、LifeSize システムがモニタを検出できません。 一部の VGA モニタでは、次の状態
が発生する可能性があります。

• ディスプレイの拡張ディスプレイ識別データ（EDID）を読み取れません。 

システムは、VGA としてディスプレイを検出しますが、ディスプレイがサポートして
いる解像度を決定することはできません。 システムは、ディスプレイ出力を 1280x768
の VGA に設定します。 EDID は、ベンダー情報、最大の画像サイズ、色の特性、工場出
荷時の事前設定タイミング、周波数範囲の制限、ディスプレイ名やシリアル番号などの
文字列を含む、ディスプレイとその機能に関する一般的な情報を含む VESA 規格データ
形式です。 

• VGA デバイスとしてディスプレイを検出できません。 

システムは、ディスプレイ出力を 720p に設定します。 ほとんどの VGA モニタはこの信
号を表示しますが、データが中央に配置されなかったり、緑がかって見えたりすること
があります。 この問題を解決するには、該当するディスプレイを VGA として手動で設
定する必要があります。 
20 LifeSize Team MP 設置ガイド



• ディスプレイの解像度がサポートされません。 

システムには、1280x720 または 1280x768 の解像度をサポートするディスプレイが必
要です。 VGAディスプレイのEDIDにこれらの解像度のいずれかが含まれていない場合
は、システムは自動的に解像度を 1280x768 に設定します。 ほとんどのマルチ同期 VGA
ディスプレイは、この解像度を調整し、通常 4:3 である画面に収まるようデータの拡大
縮小を行います。 拡大縮小の結果、画像が多少歪む場合があります。 たとえば、
1024x768 の解像度のみをサポートするディスプレイでは、1280x768 の画像が拡大さ
れ、狭く見えるようになります。 ディスプレイを 1280x768 の解像度に調整できない場
合は、画面は空白のままになります。 システムは、1280x768 をサポートしていないディ
スプレイをサポートしません。

システムがこれらの状態を自動的に解決できない場合は、ディスプレイの出力を手動で設定
してください。 LifeSize のユーザー インターフェイス、または次に説明するように LifeSize
システムに接続されている LifeSize Phone システムの LCD インターフェイスからディスプ
レイ出力を設定することができます。

LifeSize インターフェイスからのディスプレイ出力の設定

［初期設定］画面が表示されるが、画像が歪んでいたり、利用できなかったりする場合や、
ディスプレイが空白のままになる場合は、LifeSize Phone から表示を設定する必要があり
ます。 22 ページの「LifeSize Phone からのディスプレイ出力の設定」を参照してください。

LifeSize インターフェイスからモニタの問題を解決するには、次の手順に従います。

1. 進行中の通話がないことを確認します。

2. メイン画面から、リモート コントロールの  ボタンを押して［システム メニュー］
を開きます。

3. ［管理者設定］を選択し、［OK］を押します。

4. 管理者のパスワードを入力し、［OK］を押します。

5. ［外観］を選択し、［OK］を押します。

6. ［ディスプレイ］を選択し、［OK］を押します。

7. VGA モニタとの問題を解決する場合は、設定するディスプレイの［ディスプレイのタ
イプ］設定で［VGA］を選択します。 

8. ディスプレイが 1280 x 720 と 1280 x 768 の両方をサポートしている場合は、設定する
ディスプレイの［表示解像度］環境設定を手動で指定することで、システムがいずれか
の解像度を使用するよう設定できます。 
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LifeSize Phone からのディスプレイ出力の設定

［初期設定］画面が歪んでいたり、利用できない場合や、ディスプレイが空白のままになる
場合は、LifeSize Phone の管理者インターフェイスから表示を設定する必要があります。 

LifeSize Phone インターフェイスからモニタの問題を解決するには、次の手順に従います。

1. 進行中の通話がないことを確認します。

2. LifeSize Phone の［管理メニュー］にログインします。

a. 電話がアイドル状態の場合は、     を順番に押します。

b. 管理者パスワード（デフォルトで「1 2 3 4」）を入力し、  を押します。 

3. キーパッドで 1 を押し、［設定］を選択します。

4. キーパッドで 1 を押し、［ディスプレイ 1］を選択します。

5.  キーを押して、［自動］ を選択します。 VGAモニタとの問題を解決する場合は、［ディ
スプレイのタイプ］設定で［VGA］を選択し、ディスプレイを VGA に手動で設定しま
す。 ディスプレイが 1280 x 720 と 1280 x 768 の両方をサポートしている場合は、［表示
解像度］設定を手動で指定することで、システムがいずれかの解像度を使用するよう設
定できます。

6.  キーをもう一度押して、変更を適用します。

注： どの設定画面でも、2 分間アイドル状態が続くと、メイン画面に戻ります。 

7. 設定が終わったら、  キーを押して設定を保存します。

8.  を押して、前の画面に戻ります。 
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IP アドレスに無効な値が表示される

初期設定を完了した後で、メイン画面の上部に表示される IP アドレスが無効な値を表示す
る場合は、次のいずれかの状態が発生している可能性があります。

状態 解像度

機器が DHCP を使ってアドレスを取得す
るように設定されているが、DHCP サー
バーを利用できない。

注：DHCP クライアントは、169.254 クラ
ス B のネットワークでのアドレスを自己
割り当てし、赤いネットワーク記号  
が、メイン画面のステータス バーに表示
されます。

DHCP サーバーが存在するネットワークに機器が接続されてい
ることを確認します。

Ethernet ケーブル接続の不具合 Ethernet ケーブルを高品質のケーブルと取り替えます。

静的 IP アドレスを使用するように機器が
設定されているが、IP アドレスが入力さ
れていない。 

DHCP を無効にしている場合は、必要な IP 情報を調べて入力し
ます。

ネットワーク接続が利用できない。 
メイン画面のステータス バーに赤いネッ
トワーク記号  が表示される。

ネットワーク接続を確認してください。
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カメラの問題

カメラからのビデオ画像は、ユーザー 因果ーフェイスのメイン画面、［再ダイヤル］リスト
上の小さなウィンドウに表示されます。 カメラからのビデオ画像が表示されない場合は、次
のことを行ってください。

• 13 ページの「LifeSize Team MP システムの設置」で説明されているように、カメラが
LifeSize コーデックに正しく接続されていることを確認してください。 

• カメラの前面にある青い LED が点滅ではなく点灯していることを確認します。これは、
電源がオンになっていることを示します。 

• ユーザー インターフェイスのメイン画面から、  を押して［システム メニュー］を開
きます。  ボタンを押し、［システム情報］ページの 2 ページ目を開きます。 カメラの
ステータスが「準備完了」になっていることを確認します。

• システムの主入力が高精度カメラに設定されていることを確認します。 リモート コン
トロールで  を押します。 ［主入力］ : ［高精度 HD カメラ］が画面上部に表示され
ない場合は、  ボタンを押して、［主入力］の選択ダイアログを開きます。 リモート
コントロールの矢印キーを使用して該当する高精度カメラを選択し、［OK］を押します。 

暗い画像の表示を向上させる方法

画像の表示が暗い場合は、［ユーザー（または管理者）設定］ : ［診断］ : ［高精度 HD カメ
ラ］ で ［高精度 HD カメラの明るさ］設定を調整できます。

接続しているビデオ入力デバイスが機能しない

LifeSize によってサポートされていない機能を持つビデオ入力デバイスを接続すると、その
入力の ［システム情報］ ページに「範囲外」というステータスが表示されます。 デバイス
は、コーデックがサポートしていないモードになっている可能性があります。 モードを変更
すると機能する可能性があります。 これでも機能しない場合は、デバイスがサポートされて
いないことを意味します。
24 LifeSize Team MP 設置ガイド



ステータス アイコン

次の表に、システムのステータス バーで表示されるアイコンを示します。

アイコン 状態

通信サブシステムが初期化中であることを示します。 システムの起動後
にこのアイコンが再表示される場合は、問題が発生していることを示し
ます。 システムを再起動してください。

システムが初期化中であることを示します。 システムの初期化中は、メイ
ン画面の機能は無効になり、再ダイヤルのリストには何も表示されませ
ん。 このアイコンはシステム再起動後に新しいデバイスがシステムに接
続された場合にも表示され、デバイスの準備が完了すると消えます。 アイ
コンが消えない場合は、問題が発生しているため、システムの再起動が
必要です。

システムにアクティブなマイクがないことを示します。 デバイスの接続
を確認してから、［アクティブなマイク］設定で選択したオプションを確
認してください。

接続されている電話が検出され、電話が初期化中であることを示します。
アイコンが消えない場合は、問題が発生しているため、システムの再起
動が必要です。

ネット
ワーク ス
テータス

次のいずれかでネットワークのステータスを示します。

接続  ( 緑のインジケータ )

進行中  ( 黄色のインジケータ )

切断  ( 赤のインジケータ )

システムの
過熱

この黄色いインジケーターは、システムの温度が標準の動作温
度を超えていることを警告するものです。 コーデックは、ファン
の速度を自動的に調整し、冷却を試みます。

この赤いインジケータは、システムの温度が許容する最大動作
温度に近づいていることを示す警告です。この温度を超えると、
システムは自動的に再起動されます。 

警告 : コーデックの起動に必要な温度は、コーデック コンポーネントに
重大な損傷を与えることがあります。 コーデックを設定している部屋の
通気と温度調整を確認してください。
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